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生殖細胞の保存と活用による希少鳥類の保全

金子武人
大阪公立大学

大学院獣医学研究科

公開シンポジウム
翼がつなぐ世界
－鳥と人の歴史・生態・未来－

動物の人工繁殖に活用できる生殖技術の開発
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ヒトや産業動物の分野で開発・応用 希少鳥類の人工繁殖に活用

自然繁殖に必要な条件
季節（繁殖シーズン）
相性
出会う確率（十分な個体数）

人工繁殖は絶滅危惧種の個体数を増やすことに貢献

人工繁殖に必要な条件
季節（繁殖シーズン）
相性
出会う確率（十分な個体数）

不十分 ⇒ 個体数の減少、遺伝的多様性の低下

鳥類の人工繁殖に活用できる生殖技術の開発

配偶子採取
精子・卵子

受精

出産、産子

人工授精
体外受精
顕微授精

種・系統維持 繁殖

受精卵移植

組織採取
凍結保存精子
フリーズドライ保存

妊娠、着床

帝王切開

人工授精

精子保存のメリット

• 飼育個体から継続採取が可能

• 野生死亡個体からの採取も可能

• 遺伝的多様性の確保

• 人工授精（人工繁殖）に活用

• 個体死亡後も遺伝形質を継代可能

個体数が減少する前に行う必要がある
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採精直後 融解後（人工授精前）

• 人工授精で雛が生まれる？
• どんな精子でも受精できる？
• 受精できる精子の条件は？

受精できる精子に必要な条件
• 純度
• 濃度・量
• 運動性
• 精子膜正常性

精子運動性解析

精子膜正常性解析
（緑：正常、赤：異常）

正常精子量測定

飼育個体からの精子採取
継続採取で良好な精子が採取可能

生息域外保全の効果大

死亡個体からの精子採取
遺伝的多様性の確保

ヤンバルクイナ精子の凍結融解後の運動率および濃度
液体窒素（－19６度）で保存
精子（細胞）は液体窒素で凍らせることができる
いつでも人工授精ができる（タイミング調整可能）
個体の移動が必要ない（ストレス、感染症）
延べ約80個体のヤンバルクイナの精子を保存

国立環境研究所で安全に保管

精子保存（凍結保存）

あたらしい保存技術
（フリーズドライ）

朝日新聞

• 精子をインスタントコーヒー
のように保存する

• 液体窒素がいらない
• 生息地域で保存が可能
• 輸送が簡単
• 約60種の野生動物精子を保存

卵巣・卵子の保存
（死亡個体の活用）

京都大学
村山美穂、藤原摩耶子

組織片からDNAを抽出し
年齢推定、多様性解析が可能
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鳥類の人工繁殖に活用できる生殖技術の開発

配偶子採取
精子・卵子

受精

出産、産子

人工授精
体外受精
顕微授精

種・系統維持 繁殖

受精卵移植

組織採取
凍結保存精子・卵子
フリーズドライ保存

妊娠、着床

帝王切開

人工授精

体外受精

顕微授精

生殖細胞保存

生殖組織回収条件の検討
精子・卵子保存法の開発
精子・卵子の発生能力検査
精子卵子の⾧期保存

遺伝情報整備

繁殖関連遺伝子の評価
年齢推定

遺伝的多様性の評価

近交度の解析
絶滅リスク評価

人工繁殖に活用できる生殖細胞保存

相互共有

遺伝的多様性を維持した繁殖が可能な生息域内保全の実現
公開シンポジウム

希少鳥類が本来の姿を取り戻すために
私たちができること

生殖細胞・組織の提供にご協力ください

生殖細胞保存、人工繁殖、年齢推定等で、
ご協力が必要な場合はご相談ください
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